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•EˆÏˆõ“™‚Ì‘I•o‚Í•A

ˆê•lˆê–ð

•A“K•Þ“K•ŠŽå

‹`‚ðŽå’£‚µ•A

‚»‚Ì”C‚É‚Ó‚³‚í‚µ‚¢Šw•K

•E
Œ¤•Ñ‚ð

•Ï‚Ü‚ê‚½•û’B‚Ì“o—p‚ð‚Æ•l‚¦•A’j•—•½“™‚ðŠî–{‚Æ‚µ•A‚æƒŠ‘½‚‚ÌŽs– ‚̄ÌŠF—l‚É

•AŽs•‚É

ŽQ‰æ‚µ‚Ä’̧ ‚̄

‚é‚æ‚¤•A‰üŠv‚ð‚µ‚ÄŽQ‚è‚Ü‚·

•B

‹³̂ ç‚Ì–â‘è‚Í

•A
‚·‚×‚Ä‚ÌŽq‹Ÿ‚É

‚í‚©‚éŽö‹Æ‚ð–ÚŽw‚µ•A‰Æ’ë

•EŠ w • Z • E

ŽÐ‰ï‚ª‹¦—Í‚µ•‡‚Á‚Ä•AŠy‚µ‚¢Šw•Z‹³̂ ç‚ª•o— ‚̂é‚æ‚¤•A‚»‚ÌŽÀŒ»‚É‚È‚¨
ˆê
‘w“w—Í‚µ‚Ü‚·

•B

“Á‚É•ŸŽƒ–â‘è‚Í•A•‘‚Ì’n•û‚É‘Î
‚·‚é•ŸŽƒ—\ŽZ‚Ì•íŒ¸‚ð‹–‚«‚¸•A

• u ‚ ä

‚è‚©‚²•v‚©‚ç

•u•æ•ê•v‚Ü‚Å

•AˆÀ•S

‚µ‚Ä•¶Š •̂o— ‚̂é•A•ŸŽƒŽÀŒ»‚Ì‚½‚ßŠæ’£‚è‚Ü‚·

•B

•®•A•‘Œ§Žs‚Ì‹¦—ÍŽ–‹Æ‚É‚æ‚é
O
ƒŠƒjƒAƒ‚•[ƒ^

•[ƒ••[

‚Ì‘•ŠúŽÀŒ»

O
•́•…|

•b•{ŠÔŽ©“®ŽÔ“¹

‚Ì
‘£•i

O
–k•”ŽRŠx’nˆæ‚Ì•U‹»‚ÆŠJ”

O
’n•êŽY‹Æ‚Ì•U‹»“™‚É“w—Í‚µ‚Ä‚Ü‚¢‚è‚Ü‚·

•B

•s•‚Ìƒ̀ ƒFƒbƒN‹@”\‚ð‰Ê‚·

•

AQˆêA

•V

• X “ à
‘ ò “ ¡

Œ•
Ž•

—f
—Y

•K’j•K•v

•Å‹à‚ð‘å•Ø‚ÉŽg‚¤•s•
•b•{Žs‚Ì•s•‚ÍŽs– ‚̄Ì•Å‹à‚ÅŽµ

O%

‚ð‰^‰c‚µ‚Ä‚̈ ‚è‚Ü‚·

•B
‚µ‚½‚ª

‚Á‚Ä•s•‰üŠv‚ÆŒö•½•O•s•‚ðŽ·•s‚µ‚ÄŽs–¯‚Ì•‰‘õ‚É‰ž‚¦‚éŽ–‚¢‚©‹cˆõ‚Ì•Ó–±‚Æ•l‚¦‚Ä‚̈ ‚è‚Ü‚·

•B

•s•‰üŠv
Žs‹c‰ï‚Å‚Í‹c

ˆõ‚Ì’è•”Žl

O
–¼‚©

‚ç‰š–¼•íŒ ‚̧¢‚½‚µ‚Ü‚µ‚½‚ª•Eˆõ‚ÌˆÓ•D‰üŠv‚ðŒv‚è‚È‚ª‚çŽŸ‚Ì‹“‚ð–Ú•W‚É‚µ‚Ä•s•‰üŠv‚ð•i‚ß‚ÄŽQ‚è‚Ü‚·

•B

ˆê•AŽs•Eˆõ‚ðˆêO%•íŒ ‚̧·‚é

•B

ˆê•A–³‘Ê‚Ì‚È‚¢Œø‰Ê“I‚ÈŽ–‹Æ‚Ì•„
•i

ˆê•A–¯–âˆÏ‘õ‚ð•i‚ß‚Ä–¯ŠÔ‚Ì”\—Í
Šˆ—p‚ÆŒo”ï‚Ì•íŒ ‚̧ðŒv‚é

•B

Œö•½‚È•s•ˆ ê • A

ŒŒ
‚Ì•o‚éŽv‚¢‚Å”[‚ß‚Ä•Ú‚•Å

‹à‚ÍŒö•½‚Å‚È‚¯‚ê‚Î‚È‚è‚Ü‚¹‚ñ•A
ˆê
•AŽµ

O%‚ª

•Å‹à‚Å˜d‚¤•s•‚Å‚·

•B

Žó‰v‚àŒö•½‚Å‚È‚¯‚ê‚Î‚È‚è‚Ü‚¹‚ñ

•B

ˆÈ•ã‚ÌŠî–{Œ ‘́¥‚©‚çˆê•A’¥•Å‚ð‚«‚Ñ‚µ‚ƒ`ƒF

ƒb
ƒN‚µ‚Ü‚·

•B

ˆê•AŽ–‹Æ‚ÌŒ©’¼‚µ‚ð‚µ‚Ä“Á’è‚ÌŽs
– ‚̄¾‚̄ ‚ª—˜‰v‚ðŽó‚̄ ‚éŽ–‚Ì‚È‚¢•s•‚ðŽ·ˆê”C‚·‚é‚æ‚¤‚«‚Ñ‚µ‚ƒ`

ƒG
ƒc
ƒN’v‚µ‚Ü‚·

•B

Šˆ—Í‚Ì‚ ‚é•½˜a‚È•b•{‚ð‘n‚è‚Ü‚·

•B

ˆê
•A•S

‚Ì’Ê‚¤•ŸŽƒ

ˆê
•A—F’B

‚Ì
•S‚ª—•‰ð•o— ‚̂é‹³̂ ç

ˆê•A—Î‚Æ‰Ô‚ÌŠX‚Ã‚‚èˆê
•A’²•®‹æˆæ

‚ÌŒ©’¼‚µ‚ð•Ï‹É“I‚É

•i‚ß•Z‘î’n•A•H‹Æ—p’n‚ðŠm•Û‚·‚é

•B

ˆê
•A•¤

‹Æ’n•ÄŠJ”‚É•s•‚ª̂ Æ‹É“I

‚ÉŽQ‰Á‚µ•••¬‚·‚é

•B

Šˆ”‚È”Œ¾•E•é‚µ‚ðŽç‚é–h”g’ç‚É

“ú–{‹¤ŽY“}

••
JII 

˜a
•D

‰ª
“c

•C

Œ»••{‚Ì‚·‚·‚ß‚é•u•s•‰üŠv•v
‚Í•A•‘– ‚̄Ì‹³̂ ç•E•ŸŽƒ‚ð•Ø‚èŽÌ‚ÄŒR”õ‚ðŠg‘å‚µ•A‚©‚Â‚Ä‚È‚Žs‚Ì•à•‚ð ³̂”—‚µ‚Ä‚¢‚Ü‚·

•B
‚»‚±‚Å•AŽ„

‚½‚¿‚Í•AŽs•‚ªŽs– ‚̄Ì•½˜a

•E
•é‚ç

‚µ
•E
–¯ŽåŽå‹̀ ‚ðŽç‚é–h”g’ç‚Æ‚È‚é

‚æ‚¤‘S—Í‚Å•±“¬‚µ‚Ä‚¢‚é‚Ì‚Å‚·

•B

‚±‚ê‚Í•A‘O‰ñ‚Ì‘I‹“‚©‚ç•¡”N˜Z
ŒŽ– •̃A•\‹ã‰ñ‚ÌŽs‹c‰ï–{‰ï‹c‚Ì”Œ¾‰ñ•”‚Ì•\‚Å‚·‚ª

•A“}‚Ì‹cˆõ‚Í”ñ

‹¤• Ï “ }

( 2
• l )

‘¼ ‚ Ì ‚ ¹ ”h

(” Æ • l

)

’ ¬ “ c

( ˆ ê
• l “– ‚è‰H“c

)

• ì ‰ ñ

( ˆ ê
• l “ – ‚ è

6
‰ñ
)

•í‚É‚æ‚”Œ¾‚µ‚Ä‚¢‚é‚Ì‚ª•ª‚©‚é‚Å‚µ‚å‚¤

•B

Ž„‚½‚¿‚ª‚±‚ÌŠÔ‚É‚Æ‚è•ã‚°•AŽs
– ‚̄Æˆê••‚ÉŽÀŒ»‚µ‚½‚à‚Ì‚Í•A‡@•S•g•áŠQŽ™’Ê‰€Ž{•Ý

H
‚¢‚¸‚Ý•}•B‚Ì

”F‰Â

•B
•Û ç̂—¿‚Ì̂ ø‰º‚°•A‡A•AŠw‰‡

••‹à‚Ì‹â•s•U•ž‚Ý•A‡BƒpƒCƒeƒNŒ¤‹†‹@ŠÖ‚ÆŽ{•Ý‚Ì•Ý’u•A‡C‰ “̃DƒRƒ“ƒ|ƒXƒgŒöŽÐ‚ÌŽÀŒ»

•A
‡D”ñŠj“sŽs•é

Œ¾Ž–‹Æ‚ÌŠg•[•A‚»‚Ì‘¼‘½•”‚Å‚·

•B

‚±
‚ÌŠÔ‚É‚Í

•A‘å••‚ÈŒö‹¤—¿‹à‚Ì

ˆø•ã‚°‚Ì’ñˆÄ‚à‚ ‚è‚Ü‚µ‚½

•B
ƒ w ‰ ¤ ‚ È

‚à‚Ì‚Í•A•…“¹—¿‹à‹p%•A•‚•ZŽö‹Æ—¿“ú

%
•A•Ø–¾—¿ˆó%lm%‚È‚Ç‚Å

‚·‚ª•A‚±‚Ì‚æ‚¤‚È‘å••’l•ã‚°‚É”½‘Î‚µ‚½‚Ì‚Í‹¤ŽY“}‚¾‚̄ ‚Å‚µ‚½

•B

”NŽl‰‰~‚ð‰z•A‚¦‚é“¯˜aŽ–‹Æ

•B
‚±

‚ê‚ð–@‚É’è‚ß‚éŒö•³‚ÈŽ–‹Æ‚É“]Š·‚¹‚æ‚Æ•A—E‹C‚ð‚à‚Á‚Ä”Œ¾‚µ‚Ä‚¢‚é‚Ì‚à‹¤ŽY“}‚Å‚·

•B

Ž„‚½‚¿‚ÍŠF‚³‚ñ‚Ì-•xŽx‰‡‚É‚±‚½
‚¦•A‚È‚̈ ˆê‘wŠæ’£‚éŒˆ̂ Ó‚Å‚·

•B

“ñ•\̂ ê•¢‹I‚ð‚ß‚́ ‚µ

•V‚È”ò–ô‚ð
–³

•Šˆä

ŒÜ
˜Y

‚©‚¢‚¶•‘‘Ì‚Í•A‰Ä‹G•A•H‹G‚Ì—¼
‘å‰ï‚Æ‚à‘å•¬Œ÷‚Å‚µ‚½•B“ñ•\–œŽs–¯‚ª‹½“y‚Ì–¼—_‚ð‚©‚¯‚Ä•€”õ‚µ•A•S‚ðˆê‚Â‚É‚µ‚Ä‚Æ‚è‚‚ñ‚¾•¬‰Ê‚Å‚·

•B
‚±‚Ì—Í‚ð•A“ñ•\ˆê•¢‹I‚ð‚ß‚³‚µ•A

Šˆ—Í‚ ‚é•b•{Žs‚ð‚Â‚‚é‚½‚ß‚É”Šö‚µ‚È‚̄ ‚ê‚Î‚È‚è‚Ü‚¹‚ñ•BŽ„‚à‚Ý‚È‚³‚ñ‚Æ‚Æ‚à‚É•A•Ï‹É“I‚É•A‚±‚Ì–Ú•W‚ð‚ß‚³‚µ•A‘å‚¢‚É‚ª‚ñ‚Î‚éŒˆˆÓ‚Å‚¨‚è‚Ü‚·•B

‘®



(]O) 

議
員
の
モ
ラ
ル
を

求
め
る
決
議

連
日
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
員
と
し
て
の
責
任
を
明
ら
か
に
す
べ
き

三
井
五
郎
議
長
の
先
付
辞
職
願
に
つ
い
で
あ
り
ま
す
。
私
共
は
こ
の
こ
と
を
市

て
は
、
名
誉
と
伝
統
あ
る
甲
府
市
議
会
議
会
全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
当

の
権
威
と
議
会
へ
の
市
民
の
信
頼
を
い
事
者
で
あ
る
議
長
及
び
議
員
に
は
強
く

ち
じ
る
し
く
失
つ
い
す
る
も
の
で
あ
り
自
ら
の
反
省
を
う
な
が
す
と
共
に
そ
の

誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
議
員
モ
ラ
ル
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

は
住
民
の
意
志
の
代
弁
者
で
あ
り
、
常
併
せ
て
甲
府
市
議
会
は
、
甲
府
市
民

に
そ
の
行
動
に
責
任
を
と
も
な
う
も
の
に
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
、
公
正
、

で

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

清

潔

な

市

政

実

現

の

た

め

、

誠

心

誠

意

こ
れ
に
関
与
し
た
全
て
の
議
員
は
、
努
力
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
も
の
で
あ

市
民
に
対
し
深
く
陳
謝
し
、
自
ら
議
り
ま
す
。

非
課
税
貯
蓄
制
度
存
続
に
関

す
る
意
見
書

第 71号

現
在
、
政
府
税
制
調
査
会
に
お
い
て

は
、
税
制
の
抜
本
的
改
革
を
行
う
観
点

か
ら
非
課
税
貯
蓄
制
度
の
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

由
回

し
か
し
な
が
ら
、
非
課
税

回
目

貯
蓄
制
度
は
、
国
民
の
日
常

躍
副

生
活
に
深
く
定
着
し
て
お
り
、

歯
-

国
民
の
零
細
な
貯
蓄
を
保
護

部
臨

し
、
わ
が
国
の
貯
蓄
奨
励
に

掴
一

大
き
く
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

題
国

国
民
の
経
済
生
活
の
安
定
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
、
人
口
の
高
齢
化
が
急
速
に
進

展
し
長
寿
社
会
を
迎
え
る
中
、
現
今
の

厳
し
い
財
政
下
で
は
公
的
年
金
に
多
く

甲府市議会だより昭和61年11月1日

を
期
待
出
来
な
い
状
況
に
あ
り
、
老
後

生
活
の
安
定
の
た
め
自
助
努
力
に
よ
る

資
産
形
成
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
貯
蓄
の
重
要
性

は
ま
す
ま
す
大
き
く
も

っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
立
ち
遅
れ

臨

て
い
る
住
宅
、
道
路
、
公
園
、
下

関

水
道
な
ど
の
竪
備
が
急
務
に
な

っ

臨

て
い
る
折
、
貯
蓄
は
そ
の
充
実
の

置

源
泉
と
し
て
今
後
と
も
有
効
に
活

創出

用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

腫

状
況
に
あ
り
ま
す
。

題

こ
の
よ
う
に
非
課
税
貯
蓄
制
度

が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
役
割
、

更
に
今
後
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
な

も
の
が
あ
り
同
制
度
は
存
続
さ
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
、
え
ま
す
。

よ

っ
て
甲
府
市
議
会
は
政
府
に
対
し

非
課
税
貯
蓄
制
度
存
続
を
強
く
要
望
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

人
事
院
勧
告
完
全
実
施
に
関

す
る
意
見
書

人
事
院
は
去
る
八
月
十
二
日
、
国
家

公
務
員
の
給
与
改
定
に
つ
い
て
平
均
二
・

三
一

パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
る
よ
う
政

府
と
国
会
に
勧
告

い
た
し
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
は
公
務
員
労
働
者
の
労

働
基
本
権
制
約
の
代
償
惜
置
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
完
全
実
施
す
る

の
が
当
然
で
あ
り
、
内
外
と
も
に
こ
れ

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
こ
数
年
、
国
家
の
財
政
事

情
を
理
由
と
し
て
公
務
員
賃
金
を
凍
結、

抑
制
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
人
事
院

制
度
の
根
幹
に
触
れ
る
重
要
な
問
題
で

ーには 決議に対する ZE現

去す i 反対討論要旨 皇警
はかれ ー もを 決議 てい い長
市えをら会が の免議会許うてカ、
民て「い内所事で罪」総す今議六
のい議回部属件あしはさこ団長カ
代る会しでしのる居次んとのに 月
議 。全に起て焦 。座のげが事な前
機 体あき い点 わ三ので件 つ「
関 のる たたは り点「きはて先
と 問ベ議、三 をでモな、い 付
し 題決長政井 詐 議 ラ い 断 たけ
て 」 Fた友氏 す長ル 。じと 辞

議
員
の
年
賀
状
の
自
粛
に
つ
い
て

甲
府
市
議
会
は
、
議
員
の
年
賀
状
に
つ
い
て
、
自
粛
す
る

こ
ど
に
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
の
で
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
市
民
の
出
白
一
様
の
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

甲
府
市
議
会
議
員

一
同

市
民
の
皆
様
へ

あ
り、

早
急
に
是
正
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
公
務
員
労
働
者
は
も
と
よ
り
、

そ
の
家
族
、
年
金
・
思
給
受
給
者
等
を

含
め
国
民
生
活
、
経
済
に
多
大
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
円
満

な
労
使
関
係
、
公
務
員
の
士
気
高
揚
を

も
慣
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

よ

っ
て
甲
府
市
議
会
は
政
府
に
対
し
、

人
事
院
勧
告
制
度
を
尊
重
し
て
速
や
か

に
完
全
実
施
を
行
う
態
度
表
明
と
、
そ

の
具
体
的
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

問
題
を
公
正
に
処
理
す
る
場
所
で
あ

る
。
「決
議
」
は
、
問
題
の
処
理
を
、

関
与
し
た
議
員
個
人
に
求
め
、
議
会

と
し
て
の
任
務
を
放
棄
し
て
い
る
。

三
「
先
付
け
辞
表
」
に
よ
っ
て
議
長

の
イ
ス
を
…
獲
得
し
た
者
は
、
そ
れ
に

協
力
し
た
者
よ
り
罪
が
重
い
。

「決

議」

は
、
そ
れ
を
見
落
と
し
て
い
る
。

こ
の

「
決
議
」
は
議
会
モ
ラ
ル
の
確

立
に
有
害
で
あ
り
市
民
は
納
得
し
な
い
の

私
は
市
民
多
数
の
負
託
を
受
け
、
公

正
な
議
会
を
実
現
す
る
た
め
、
「
議
長

不
信
任
案
」
を
提
出
し
た
者
と
し
て
、

こ
の
「
モ
ラ
ル
決
議
」
に
反
対
す
る
。

議
会
の
会
派
に

一
部
変
更

市
議
会
会
派
の
所
属
議
員
に
異
動
が

生
じ
、
会
派
は
政
友
会
八
名
、
政
和
会

八
名
、
社
会
党
・
市
民
連
合
六
名
、
公

明
党
玉
名
、
政
友
同
志
会
五
名
、
政
新

会
三
名
、
日
本
共
産
党
二
名
、
無
所
属

一
名
の
八
会
派
と
な
り
ま
し
た
。

甲
府
市
制
百
周
年
記
念
事
業

促
進
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
の
変
更

昨
年
九
月
に
設
置
し
た
甲
府
市
制
百

周
年
記
念
事
業
促
進
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
委
員
の
福
島
勇
議
員
い
か
辞
任

し
、
後
任
に
塩
野
褒
明
議
員
が
決
ま
り

キ
4
F
P

し
れ
~
。

議

会日

誌

G 

「

r

同
月

建
設
経
済
委
員
会

Q
U

同
月

総
務
委
員
会

民
生
委
員
会
(
懇
談
会
)

民
生
委
員
会
(
懇
談
会
)

G
d

同
月

四

日

議

会

運

営

委
員
会

ロ
日

i
m
月

1
日

九

月

定

例

会

31 
日

8 
日

21 11 
日日


